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序

古くから大陸との文化交流の門戸として発展を遂げてきた福岡市には、有形・

無形の優れた文化財が数多く残されています。これらの文化財は先人が築き上

げてきた福岡の歴史と文化を理解し、今後の福岡市の発展にとって欠くことの

できない貴重なものです。本市ではこれを念頭に、昭和48年に福岡市文化財

保護条例を制定し、多岐にわたる文化財を保護・活用するように努めてまいり

ました。

しかしながら、近年の都市開発等によって市内の歴史的環境は大きく変貌し

ています。このようにやむを得ず失われる埋蔵文化財について本市教育委員会

では、新たな開発に先立ち発掘調査を行い、記録保存しています。

本報告書は、共同住宅の建設に伴い調査を実施した有田遺跡群第211次調査

の成果を報告するものです。今回の調査では、有田遺跡群の北西側端部を検出

することができました。弥生時代早期の土器、石器などが出土しました。

今後、本書が文化財への理解と認識を深める一助になると共に、学術研究の

資料として活用していただければ幸いに存じます。

末尾になりましたが、発掘調査から本書の作成にいたるまで多大なご協力を

頂きました毛利文夫様をはじめ、調査にご理解を頂きました有田地区の住民の

皆様等関係各位に厚く御礼申し上げます。

平成18年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　植木　とみ子



例

1本書は、福岡市教育委員会が共同住宅建設に伴い、福岡市早良区小田部5丁目193番地内で発

掘調査を実施した有田遺跡群第211次調査の報告書である。

2　調査記録の作成および整理分担は、次のとおりである。

遺構実測…　…・松浦一之介

遺物実測…　…・山口譲泊、吉留秀敏、松浦一之介、谷直子（九州大学大学院生）

遺構写真撮影…　‥松浦一之介

遺物復元…　…・木下久美子、田中由紀、宮崎由美子、長浦芙美子

製　図…　…　‥松浦一之介、木下久美子、山口朱美

写真現像焼付…　‥㈲ダイドーカメラ

本文執筆…　…・松浦一之介

3　本書で使用した方位は磁北であり、座標は国土調査法第ⅠⅠ系に拠る。また、標高は東京湾平均

海面高度（T．P．）に拠る。

4　本書で使用した地図は、大日本帝国陸地測量部発行の「二万分一地形図福岡近傍十一竜虎」および

福岡市発行の福岡市都市計画図を原図としている。

5　本書で使用した遺構の略号は、奈良文化財研究所の用例である。

6　本書に関わる遺物および記録等の全資料は、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵される予定で

ある。

7　本書の編集は、松浦一之介が行った。
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第1章　はじめに

1　調査に至る経緯

平成16年3月17日、照栄建設株式会社代表取締役中村悦治氏より、福岡市教育委員会文化財部埋蔵

文化財課に対し、福岡市早良区小田部5丁目193番地内における共同住宅建設に伴う埋蔵文化財の有無

について照会があった。これを受け埋蔵文化財課では、同申請地が周知の埋蔵文化財包蔵地である有田

遺跡群の隣接地に含まれ、基礎構造が杭打ち工事を伴うことから、同年4月27日に試掘調査を実施した。

試掘調査の結果、遺構密度は非常に希薄ながら現況G1－20cmで遺構面を検出した。また、本遺跡群が

立地する台地の落ち際を確認し、これより西側に包含層が形成されていることが判明した。

この結果に基づいて、申請者と埋蔵文化財課は現地保存について協議を行ったが、申請地内のうち新

築部分の638．64㎡については工事に伴い、遺構の破壊が回避できないため、その箇所を対象とした記

録保存のための発掘調査を実施した。

発掘調査は、福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課が実施した。調査期間は、平成16年6月7日

着手し、同年7月23日に終了した。また整理報告業務は、平成17年度に行った。

2　調査の組織

調査委託　　毛利文夫

調査主体　　福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課

教　育　長　　植木とみ子

文化財部長　　山崎純男

調査担当　　埋蔵文化財課

課　　　長　　山口譲治

事前審査係

係　　　長　　濱石哲也

担　　　当　　本田浩二郎

調査第一係　　山崎龍雄

（前任）　松浦一之介（現任）

（現任）　田中壽夫（前任）

担　　　当　　松浦一之介（現事前審査係）

庶務担当　　文化財整備課

課　　　長　　榎本芳泊（現任）

管理係長　　粟須ひろ子（現任）　市坪敏郎（前任）

管　理　係　　鳥越由紀子（現任）

発掘作業　　梅野眞澄　　木田ひろ子

田中　肇　　辻　節子

西川吾郎　　西口キミ子

整理作業　　木下久美子　　田中由紀

小柳静子　　柴藤清志　　田中和布占

辻　哲也　　徳永洋二郎　　永井ゆり子

古庄孝子　　松本順子　　三谷朗子

長浦芙美子　　宮崎由美子　　谷　直子

尚、発掘調査から報告書作成に至るまで、毛利文夫様をはじめ、地域住民等関係各位には多大なご協力

とご理解をいただいた。記して謝意を表する次第である。



第2章　遺跡の立地と歴史的環境

有田遺跡群が立地する早良平野は、背振山系の

一支脈である袖山（標高569．4m）から派生した

平尾丘陵と、飯盛山や叶嶽を含む低山塊によって

東西を挟まれた沖積平野であり、三方を山に、そ

して北側には博多湾に面している。平尾丘陵より

東には、狭義の福岡平野が、また長垂山より西に

は糸島平野が広がっている。平野内には、東西の

山塊を源流とする室見川・名柄川・十郎川・金屑

川・樋井川など中小の河川が、博多湾に注いでお

り、試掘調査の成果などから、かつては蛇行や氾

濫を繰り返していたと推定される。また、平野内

の最も東を流れる樋井川は、福岡城築城に際し、
．．ノー／′／　′ノノノノ

′一ノ／く／
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鳥飼低地の西側（今川）に付け替えられた。

古代の早良平野は、ほぼ全域が筑前国早良郡に

あたり、和名抄には、郡内に早良・毘伊・能解・

額田・平群・田部・曽我の7郷があったと記され

る。このうち、本遺跡群を中心とした地域は、小

田部の遺称地から田部郷に比定されている。

早良平野における遺跡の立地状況は、平野部に

おいては博多湾岸の砂丘上や沖積微高地上、また

丘陵部においては、飯倉丘陵上や、西の飯盛山、

叶嶽の東裾部に立地する2者に大別される。

前者には、東から順に西新町遺跡、藤崎遺跡、

姪浜遺跡などがあり、弥生時代から古墳時代にか

L潤

福岡城跡
鴻臚館跡

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30k用

現在の海岸線

図1　周辺遺跡分布図（縮尺1／50，000）



図2　有田遺跡群調査地点位置図（縮尺1／8，000）
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けての集落址や墓地群から構成されている。

西新町遺跡では、弥生時代中期のゴホウラ製貝

輪や、ソーダ石灰ガラス製のトンボ玉、古墳時代

前期の陶質土器などが、また姪浜遺跡では、漢式

三翼鏃、半島系無文土器、南海産貝輪未製品、貝

玉など、渡来系文物が多く出土しており、該期の

対外交渉にこれら集落の人々が一定の関わりを

持っていたと推定される。

沖積微高地上の遺跡としては、室見川東岸の原

遺跡群、次郎丸高石遺跡群、田村遺跡群、四箇遺

跡群、垂留遺跡群、東入部遺跡群などが挙げられ、

縄文時代から中世にかけての集落が連綿と営まれ

ている。また西岸には下山門遺跡、下山門敷町遺

跡、橋本遺跡、吉武遺跡群などの遺跡群がある。

中でも吉武高木遺跡では、弥生時代には多紐細文

鏡や多数の青銅製武器を副葬した甕棺墓や大型掘

立柱建物址などが検出されている。また吉武樋渡

遺跡では墳丘墓が検出され、「早良王墓」と呼ばれ、

早良平野の拠点遺跡であったことが知られる。

飯倉丘陵上に立地する飯倉A～H遺跡では、弥

生時代前期から中期の甕棺墓群が検出されている

ほか、飯倉D遺跡では、弥生時代後期の竪穴住居

址から小型彷製錬と矛の鋳型が出土している。

有田遺跡群は、この早良平野の北側ほぼ中央部

に位置し、南北約1．7如1、東西約0．8如Ⅰの独立洪

積台地と、その裾部に広がる沖積地からなる。古

墳の墳丘を除く最高所は、旧大字有田字天神屋敷

及び字馬場の境界付近で、標高15m程度を測り、

ここから東西南北にむかって緩やかに傾斜してい

る。台地裾部との比高差は12m程度を測る。

現在の行政区では、福岡市早良区南圧・小田部・

有田の各地区にまたがる。台地の東側には金屑川

が、また西側には、平野内の最大河川である室見

川によって挟まれている。室見川は、試掘調査の

成果、小字の名称や昭和21年に撮影された航空

写真などから、平野の西部を蛇行していたものと

考えられ、有田台地の西側はこれにより大きく侵

食されたものと推測される。また、台地は八つ手

状の谷部によって開析され、起伏に富んだ地形で

あったが、現在では区画整理事業によりその面影

はほとんどない。

有田遺跡群は、旧石器時代から近世にかけての

複合遺跡であり、早良平野における拠点集落の一

つである。平成18年3月現在、223次にも及ぶ

発掘調査が実施されている。また、各種開発事業

に先立っ試掘調査などによって、遺跡の様相がか

なり解明されてきた。

弥生時代の初頭には、環濠が掘削され、以後古

墳時代にかけて集落は連綿と形成されている。明

治31年（1898）には、現講倫館高校（旧名：西

福岡高校）地内から甕棺墓群が発見されており、

昭和24年（1949）には発掘調査が実施され、金

海式甕棺から銅犬が出土している。

古墳時代の墳墓としては、3基の円墳からなる

有田古墳群がある。江戸時代に記された「筑前国続

風土記拾遺」には、小田部村に松酒殿塚、筑紫殿

塚の存在が記述されているが、これらは順に1号

填、3号境であると考えられる（2・3号境は既に

消滅）。古墳時代の後期からは、溝や柵列で区画

された大型倉庫群が各所に営まれており、官衛関

連施設の存在が指摘されている。

また律令時代には、早良郡衛が置かれ、第189

次調査では長合に囲まれた政庁正殿と考えられる

大型建物が検出されている。郡衛域の北側には、

鴻臚館を発し額田駅を経由して主船司（周船寺）

に向かう古代官道推定線が東西に延び、第3次、

124次、164次調査などで道路側溝の大溝が検出

されている。官道推定線以南の調査区では、倉庫

群や大型建物群などの官衛関連施設が多く検出さ

れており、郡衛中枢域は、現在のところ東西3町、

南北3町程度と予想されている。このように古代

において有田遺跡群は早良平野内で中心的な役割

を果たしていたと考えられる。これら官衛関連施

設や官道大溝は10世紀前半頃には衰退の時期を

迎え廃絶している。

戦国期には、有田字天神屋敷・馬場に小田部氏

の里城があったことが「筑前国続風土記拾遺」に

記される。第54次調査地点は、この推定地内で

あり、該期の溝が検出された。この他、第145次

調査地点などでも、中世の溝が検出された。
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第3章　調査の記録

1　調査の概要

第211次調査地点は、早良区小田部5丁目193

番に所在する。有田遺跡群に広がる八手状の台地

のうち、最も北西側に延びる部分の西側端部付近

に位置する。調査地点から現室見川までの距離は

約130m程度を測る。有田台地の西端部には潅漑

水路が南北に流れており、調査区付近で西と北に

分流しており、各々室見川に注いでいる（現在は

一部暗渠化）。この水路を境に東側は丘陵地形が

残っているが、西側は台地裾部が削平されている。

今回の調査地点は本申請を受ける以前は埋蔵文化

財包蔵地の隣接地であったが、試掘調査の結果、

埋蔵文化財が確認されたため包蔵地が拡大された。

調査区の旧字名は長手町である。

本調査は平成16年6月7日に着手し、同年7

月23日に終了した。調査面積は433㎡である。

調査前の現況は田であり、標高約4．2mを測った。

調査区の南側から北東に向かって、台地の落ち際

を確認した。台地部分は耕地の造作によって大き

く削平され、東から西にかけて緩やかに傾斜し、

標高4．0m～3．1mを測った。遺構面は暗黄褐色鳥

栖ローム層であり、標高3．4～3．2m以下は黄白色

八女粘土層となる。検出した遺構は、ピット10数

個のみで、建物や柵列あるいは杭列等は復元でき

ない。台地は標高3．6～3．1m付近で急激に傾斜し、

これより西側には河川堆積の砂質土層や粘質土層

が互層状に堆積し、一部包含層が形成される。台

地縁辺部は大きく侵食され、調査区南側付近で突

撃段丘を形成していたと考えられる。

図3　調査区位置（縮尺1／1，000）
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図4　遺溝配置図（縮尺1／200）
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図6　調査区南壁土層（北東から）
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2　遺構と遺物

（1）自然流路（SX－001）
台地の縁辺部から西側に検出された。土層断面

の観察から、自然流路と考えられる。調査は縄文

時代中期から弥生時代早期にかけての遺物を含む

SX－001を検出した後、それ以下の砂層（河川

性堆積）には遺物が含まれないことから、以下の

掘削を行っていない。

SX－001は幅3～4m、深さ0．5m程度を測り、

蛇行気味に北北東に向かって流れている。断面は

浅いU字状を呈する。

出土遺物

SX－001流路内から縄文時代中期から弥生時

代早期にかけての土器、礫石器、黒曜石製剥片石

器などの遺物が出土した。そのうち数点の出土状

況を掲載している（図8～15）。出土遺物の総量

は、コンテナケース5箱分である。図化したもの

は図16～21に図示している。この他、未図化の

ものに黒曜石剥片がある。

土器

深鉢

1は言縁部と胴部に刻目突帯を有し、胴部の

刻目突帯から如意状に言縁部が立ち上がる。口径

22．8cmに復元される。

甕

2～15は甕の言縁部片である。2は口径22．4

cmに復元される甕の言縁部片である。言縁部には

刻目突帯を有し、突帯の断面は「コ」の字状を呈

する。胎土に白色砂粒を多く含む。焼成は良好で、

色調は内器面が薄い橙褐色、外器面が灰色がかっ

た橙褐色を呈する。3は口径21．0cmに復元され

る甕の言縁部片である。言縁部には刻目突帯を有

し、突帯の断面は三角形を呈する。焼成は良好で、

色調は内器面が暗灰色、外器面が灰色がかった橙

褐色を呈する。4～15は小片で、言縁部に刻目

突帯を有する。20、26～38は甕の鹿部片である。

底径は6．6～8．6cmを測る。41は言縁部片で、口

径27．0cmに復元される。断面三角形の突帯を有

する。

鉢

16～19、21～25、44、45は鉢の鹿部片と考え

られ、底径は5．8～8．4cmを測る。39は深鉢片で、

器高11．7cm、口径19．6cm、胴部最大径20．8cm、

底径7．0cmに復元される。胴部には断面三角形の

突帯を有し、言縁部は内傾気味に立ち上がる。胎

土は粕一く、白色砂粒を多く含む。色調は明るい

橙褐色を呈する。40は浅鉢の言縁部片で、口径

26．4cm、胴部最大径28．4cmに復元される。言縁

部は短く、「く」の字状に立ち上がる。胎土は粕一く、

白色砂粒を多く含む。色調は赤みがかった橙褐色

を呈する。43は浅鉢の言縁部片で、口径18．0cm

に復元される。胎土は粕一く、白色砂粒を多く含む。

色調は内器面が黒褐色、外器面は灰色がかった橙

褐色を呈する。46は口径15．4cmに復元される浅

鉢片である。胎土は粕一く、白色粕一秒を多く含む。

色調は灰色がかった橙褐色を呈する。47は口径

15．0cm、器高7．8cmに復元される浅鉢片である。

外器面に刷毛目を施す。胎土は粕一く、白色砂粒を

多く含む。色調は内器面が灰色がかった橙褐色、

外器面が明橙褐色を呈する。
－L工

・llll二

48は黒色磨研土器の壷言縁部片で、口径10．2

cmに復元される。言縁部は僅かに外反する。外器

面には細かい磨きが施される。胎土には白色砂粒

を多く含む。焼成は良好で、灰色がかった黒褐色

を呈する。49は頸部から胴部にかけての破片で、

頸部径13．4cmに復元される。胴部が大きく張る。

胎土は粕一く、白色粕一秒を多く含む。焼成は良好

で、赤みがかった橙褐色を呈する。50は胴部片で、

胴部最大径22．4cmに復元される。51は胴部から

鹿部にかけての破片で、同部最大径22．2cm、底

径9．0cmに復元される。胎土は粕一く、白色粕一秒を

多く含む。焼成は良好で、赤みがかった橙褐色を

呈する。図15に出土状況写真を掲載している。

土製品

紡錘車

42は直径4．5cm、器高3．0cmを測る完形品で

ある。形状は、高い笠状を呈する。胎土は粕一く、

白色砂粒を多く含む。焼成は良好で、色調は灰色

8



哩
釦
屈
‖
哩
。
一
～
一

。
年
栂
如
き
期
。
健
単
車
≡
定
　
埋
金
部
理
恵
、
脚
三

。
昼
朝
命
霊
′
早
成
ふ
購
料
簡
　
伽
雲
型
叫
浬
鮨
一
曲
冒
Ⅰ

。
健
単
車
≡
麿
。
」
舟
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩
∵
禦
慧
慧
蒜
遠

。
扇
和
嘲
令
息
塵
　
′
雲
芸
孟
薩

。
鼻
和
合
蜜
・
霊
り
一
監
査
権
′
雲
芸
孟
薩

。
鼻
和
合
蜜
・
霊
り
一
監
査
権
′
雲
芸
孟
薩

。
鼻
和
合
蜜
・
霊
り
一
監
査
権
′
雲
芸
孟
薩

哩
刃
餌
謹
適
癒
近
田
　
肋
言

哩
刃
餌
軍
部
浮
曝
　
哩
∞

哩
刃
糾
安
部
浮
疲
Ⅱ
　
肋
こ

哩
刃
餌
忠
通
癒
遠
道
］
　
陶
芸

。
鼻
朝
鮮
′
マ
′
雲
芸
示
度
　
仙
慧
扇
遍
喧
　
仙
讐

。
鼻
和
合
霊
り
一
監
査
権
′
ふ
戚
ふ
栂
旛
　
哩
刃
面
蛮
却
軍
靴
　
哩
寸

。
鼻
和
合
蜜
。
雲
芸
孟
薩
∵
輿
霊
獣
扇
適
喧
盤
　
伽
讐

。
雲
芸
示
度
　
仙
慧
扇
遍
喧
　
仙
讐

。
ふ
戚
ふ
懸
獲
　
口
埋
金
部
理
恵
、
脚
Ⅰ

配
頭
哩
叫
樹
腫
⊥
鳶
ぞ
哩
叫

二
．
－
∴
七
、
－
、
二
．
－
品
二
　
這
寸

。
柵
岩
査
恋
。
ふ
戚
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩

。
扇
和
鼻
息
。
柵
岩
査
恋
。
」
舟
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩

。
柵
岩
査
恋
。
ふ
戚
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩

。
柵
岩
査
恋
。
ふ
戚
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩

。
柵
馨
り
三
越
哀
感
。
ふ
戚
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩

哩
刃
鞋
饗
濫
蒜
還

哩
刃
糾
安
部
盛
塔
柵

哩
刃
誠
忠
通
常
塔
盤

哩
刃
餌
安
部
浮
蝶

哩
刃
餌
安
部
浮
蝶

哩
刃
糾
安
部
盛
塔
柵

。
」
舟
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩
∵
禦
慧
温
憲

。
柵
岩
査
恋
。
ふ
戚
糾
宏
′
ふ
戚
ふ
甲
渡
　
肋
五
品
豊
雲
脚
浬
癒

。
鼻
響
榊
哩
忠
盛
。
柵
岩
査
恋
。
ふ
戚
糾
宏
′
ふ
戚
ふ
甲
渡
　
肋
五
品
豊
雲
脚
浬
雇
蔽

哩　哩　哩哩　哩　週型趣口哩　題些哩
▼一一一　　ぐ7　　。つ　・て戸　　Ln q°　「－　　。°　　CD　　⊂0

。
鼻
和
合
蜜
。
柵
岩
査
恋
。
ふ
戚
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩

。
鼻
和
合
蜜

。
柵
岩
査
恋
。
ふ
戚
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩

。
柵
岩
査
恋
。
ふ
戚
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩

。
柵
岩
査
恋
。
ふ
戚
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩

。
柵
岩
査
恋
。
ふ
戚
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩

。
柵
岩
査
恋
。
ふ
戚
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩

。
柵
岩
査
恋
。
ふ
戚
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩

。
柵
岩
査
恋
。
ふ
戚
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩

。
柵
岩
査
恋
。
ふ
戚
糾
宏
′
雲
芸
孟
薩

∈
○
－
寸
腫
華

哩
刃
餌
謹
諭
茹
芯
旦
　
伽
讐
Ⅰ

哩
刃
餌
謹
適
反
意
冊
　
肋
言

哩
刃
紬
藩
扇
温
熱
曝
露
l
　
伽
警

哩
刃
紬
藩
扇
温
熱
曝
露
l
　
伽
㌘

哩
刃
餌
謹
適
癒
近
田
　
肋
言

哩
刃
血
道
慧
黒
革
粍
口
　
伽
誓

哩
刃
紬
藩
扇
麗
薫
粍
罫
l
　
伽
讐

哩
刃
糾
豊
薗
盛
濠
壷
】
　
肋
言

哩
刃
紬
藩
扇
温
熱
塔
盤
l
　
伽
警

。
刃
牡
誌
蜜
密
。
ふ
戚
糾
宏
′
」
舟
千
だ
堤
一
昭
羽
部
将
慮
画
l
　
脚
Ⅰ

配
頭
哩
叫
制
腫
凶
棚
薩

図7　調査区土層断面図（縮尺1／40）
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図8　63磨石出土状況（北から）

図10　土器片出土状況（東から）

図12　39土器片出土状況（北から）

図14　70石斧出土状況（東から）

10

図9　42紡錐車出土状況（東から）

図1168磨製石斧片出土状況（西から）

図13　3土器片出土状況（北西から）

図15　51土器片出土状況（東から）



図16　出土遺物（土器・土製品）実測図（縮尺1／4）
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図17　出土遺物（礫石器その1）実例図（縮尺1／2）
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図18　出土遺物（礫石器その2）実例図（縮尺1／2）
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図19　出土遺物（砥石）

がかった橙褐色を呈する。図9に出土状況写真を

掲載している。

礫石器（図18～20）

石斧

52は、頁石もしくは粘板岩製の磨製石斧の刃部

小片である。53は、頁石製の磨製石斧の小片で

ある。56は玄武岩製の柱状片刃石斧の基部片で、

側面に敲打調整が観察される。57は、今山産玄武

岩製の打製石斧片である。58は、頁石製の磨製

石斧の刃部片である。59は、今山産玄武岩製の

打製石斧片である。60は、今山産と考えられる

玄武岩製の打製石斧片である。61は、頁石製と

考えられる磨製石斧小片で、被熟し破砕している。

68は蛇紋岩製磨製片刃石斧で、残存長5．7cm、幅

4．1cm、厚1．5cmを測る。基部が欠損し、全体に

風化が進んでいる。図11に出土状況写真を掲載

している。69は蛇紋岩製と考えられる磨製石斧

で、残存長7．7cm、最大幅4．5cm、厚1．8cmを測る。

基部が欠損している。70は花崗岩製の磨製石斧

基部片で、残存長10．8cm、基部幅4．1cm、残存最大

幅7．0cm、厚3．8cmを測る。図14に出土状況写真

を掲載している。71は玄武岩製の柱状片刃石斧

で、基部と刃部が欠損している。両側面に研磨痕

が観察される。残存長10．9cm、幅2．7cm、最大厚

2．7cmを測る。72は硬砂岩製の石斧片で、未成品と

考えられる。両側面に敲打痕があり、刃部のみ研磨

痕が観察される。残存長9．5cm、幅5．8cm、刃部

14

実測図（縮尺1／3）

幅5．2cm、最大厚2．4cmを測る。73は赤間石製打

製石斧で、長差7．5cm、最大幅5．2cm、基部幅3．7cm、

最大厚1．9cmを測る。75は今山産玄武岩製扁平打

製石斧で、残存長9．1cm、最大幅6．1cm、基部幅

4．4cm、最大厚1．0cmを測る。刃部が欠損しており、

使用痕と考えられる。76は今山産玄武岩製扁平

打製石斧で、残存長14．8cm、残存最大幅5．2cm、

基部幅4．0cm、最大厚1．9cmを測る。刃部が大きく

欠損しており、使用痕と考えられる。

石錘

62は今山産玄武岩製の石錘で、残存長7．2cm、

幅5．9cm、厚1．4cmを測る。決りは浅い。片面の

一部が欠損しており、使用により刃部が欠損した

扁平打製石斧を転用したものと考えられる。74

は今山産玄武岩製の石錘で、扁平打製石斧を転

用したものと考えられる。長差7．8cm、幅7．2cm、

最大厚1．7cmを測る。決りは非常に浅い。62、74

の両者とも綱錘の可能性が考えられる。

磨石

63は花崗岩製の磨石で、片面に細かい擦痕が

観察される。長さ11．9cm、幅8．2cm、厚5．3cmを

測る。図8に出土状況写真を掲載している。64は

砂岩製の磨石で、片面に使用痕が観察される。長さ

5．8cm、幅4．4cm、厚4．8cmを測る。66は玄武岩製の

磨石片で細かい擦痕が観察される。幅7．8cmを測る。

砥石

54は、砂岩製の砥石片で、片面に研磨痕が観



察される。65は玄武岩製の砥石片で、片面に研

磨痕が観察される。77は扁平な花崗岩製の砥石

片で、厚さ3．2cmを測る。両面に使用痕が観察さ

れる。78は扁平な花崗岩製の砥石片で、残存長

12．5cm、残存幅13．8cm、厚さ5．4cmを測る。片

面に使用痕が観察される。78は扁平な粘板岩製

の砥石片で、残存長17．9cm、残存幅17．1cm、厚

さ5．7cmを測る。両面に使用痕が観察される。

石包丁

67は粘板岩製石包丁の未成品で、残存長15．1

cm、高7．0cm、厚0．35cmを測る。長さは18cm程

度に復元されると考えられる。節理面に沿って石

材を加工している。

剥片石器（図20、21）

図示した遺物は、ほぼSX－01の出土品であるが、

103は表採資料である。

楔形石器

105は古銅輝石安山岩製楔形石器で、器長3．62

cm、器幅2．48cm、最大厚1．45cmを測る。

台形様石器

80は黒曜石製台形様石器で、器長2．7cm、器幅

2．55cm、最大厚0．95cmを測る。先土器時代の所産、

原の辻型台形石器と推定される。

石刃

110は鈴桶型石刃で、器長3．2cm、器幅1．4cm、

最大厚0．37cmを測る。

石鏃

85は黒曜石製剥片鏃で、器長2．75cm、器幅1．25

cm、最大厚0．38cm、重さ0．63gを測る。縄文時

代後期の所産と推測される。左脚は使用時の欠損

と考えられる。86は黒曜石製剥片鏃で、器長3．2

cm、器幅1．9cm、最大厚0．3cm弱、重さ1．22gを

測る。縄文時代後期の所産と考えられる。表裏と

も素材剥離面を大きく残し、先端に表裏から二

次加工を加え先端を尖らせており、基部も表裏

から粕一い二次加工を加え決りを入れている。87

は黒曜石製剥片鏃で、器長2．05cm、器幅1．6cm

強、最大厚0．4cm弱、重さ0．75gを測る。表裏と

も素材剥離面を大きく残す。88は黒曜石製剥片

鏃で、器長2．0cm弱、器幅1．9cm弱、最大厚0．3

cm弱、重さ0．74gを測る。縄文時代後期の所産と

考えられる。89は黒曜石製剥片鏃で、器長3．02

cm、器幅1．29cm、最大厚0．32cm、重さ0．55gを

測る。90は黒曜石製剥片鏃で、残存器長1．4cm、

器幅1．4cm強、最大厚0．25cm、重さ0．36gを測る。

縄文時代後期の所産と考えられる。表裏とも素材

剥離面を大きく残し、先端に表裏から二次加工に

より決りを入れ、内湾する基部を造りだしている。

91は黒曜石製打製石鏃で、器長2．15cm、器幅1．6

cm、最大厚0．4cm、重さ0．85gを測る。基部は平

基でやや内湾気味、横断面は凸レンズ状を呈する。

表裏とも比較的丁寧な押圧剥離で整形している。

右脚は発掘調査時の破損である。92は古銅輝石

安山岩製打製石鏃で、残存器長2．7cm、器幅1．98

cm、最大厚0．4cm、重さ1．69gを測る。先端およ

び左脚が欠損している。93は姫島産黒曜石製打

製石鏃で、器長3．02cm、器幅1．6cm、最大厚0．33

cm、重さ1．20gを測る。94は黒曜石製打製石鏃で、

器長2．33cm、器幅2．13cm、最大厚0．25cm、重さ

0．61gを測る。95は黒曜石製打製石鏃で、器長1．95

cm、器幅1．15cm、最大厚0．3cm強、重さ0．67gを

測る。基部は平基でやや内湾気味、横断面は凸レ

ンズ状を呈する。96はバリ質安山岩製打製石鏃

で、残存器長1．42cm、器幅1．6cm、最大厚0．21cm、

重さ0．53gを測る。先端が破損している。97は

古銅輝石安山岩製打製石鏃で、器長1．9cm、器幅

1．68cm、最大厚0．28cm、重さ0．84gを測る。98

は黒曜石製打製石鏃で、残存器長1．68cm、器幅

1．40cm、最大厚0．26cm、重さ0．43gを測る。先

端および左脚が欠損している。99は古銅輝石安

山岩製打製石鏃で、器長1．52cm、器幅1．2cm、最

大厚0．3cm、重さ0．51gを測る。右脚先端は欠失、

左脚は破損している。100は黒曜石製打製石鏃で、

器長2．3cm、器幅1．77cm、最大厚0．42cm、重さ1．52g

を測る。101は黒曜石製打製石鏃で、残存器長2．0

cm、器幅1．6cm、最大厚0．45cm、重さ1．24gを測る。

基部は欠損しているが、使用時のものの可能性が

考えられる。弥生時代の所産と推測される。102

は黒曜石製打製石鏃で、残存器長1．8cm、器幅2．2

cm、最大厚0．4cm、重さ2．26gを測る。基部は平

15



・∴・・。

‥一lll．1－生田7－－西l‥l口ll

鳳
凰
l
開
⑳
9
〝

口
盛
釦庄：≡込と、98

昭㌍93

一　　、．

く盟乙2－　　96　　く忽2＝Zフも7

・∵‥　－　　　1日目

／　　　　　＼

102
『＝宅≡≡≡2才
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基で、先端部は使用時に欠損したものと考えられ

るが、未製品で製作時に欠損した可能性も考えら

れる。103は黒曜石製打製石鏃で、残存器長1．2cm、

残存器幅1．2cm、最大厚0．3cm、重さ0．29gを測る。

先端は使用時の欠損、両脚は破損している。基部

は内湾している。裏面に素材主要剥離面を大きく

残している。

石錐

106は黒曜石製石錐で、器長2．75cm、器幅2．6cm、

最大厚0．8cm、重さ3．38gを測る。108は黒曜石

製石錐で、器長4．45cm、器幅2．15cm、最大厚1．15

cm、重さ8．04gを測る。主要剥離面はじめ素材剥

離面は風化が激しく、石錐として二次加工を加え

整形した面は剥離面の風化が進んでいない。先土

器時代か縄文時代の不定形剥片を弥生時代に採集

し、二次加工を加え石錐としたものか。111は黒

曜石製石錐の未成品で、器長3．9cm、器幅1．9cm、

最大厚1．1cm、重さ6．13gを測る。弥生時代の所

産と考えられる。

剥片

81は黒曜石製スクレイパーで、器長3．78cm、

器幅2．1cm、最大厚0．7cm、重さ6．02gを測る。

82は黒曜石製Uフレークで、器長3．8cm、器幅2．6

cm、最大厚1．05cm、重さ7．87gを測る。先土器

時代の所産と考えられる。83は黒曜石製Uフレー

クで、器長3．3cm、器幅2．25cm、最大厚1．1cm、

重さ5．97gを測る。先土器時代の所産と考えられ

る。表裏とも主要剥離面・素材剥離面を大きく残

し、打面および表面に自然面を残しており、上下

打面の石核から剥出された剥片の縁辺を使用した

ものと考えられる。刃こぼれがみられる。84は

細石刃で、器長1．15cm、器幅0．5cm、最大厚0．15

cm、重さ0．09gを測る。先土器時代の所産である。

107は黒曜石製つまみ形石器で、器長1．6cm、器

幅1．15cm、最大厚0．3cm、重さ0．40gを測る。縄

文時代後期の所産と考えられる。縦長剥片の基部

近くの両側面に表裏から粕一い二次加工を加え、決

りを入れ、挟入部よりやや端部方向の近くで、主

要剥離面から折断し廃棄されている。109はやや

気泡が多い黒曜石製先刃掻器（エンドスクレー

パー）で、器長2．7cm強、器幅3．4cm強、最大厚0．55

cm、重さ6．09gを測る。弥生時代前期前半の所産

と考えられる。自然面を打面とする不定形剥片を

素材として、素材先端に主要剥離面から角度のあ

る二次加工を加え刃部を造り出だしている。112

は黒曜石製打面調整剥片（スポル）で、器長4．86

cm、器幅2．28cm、最大厚0．8cm、重さ3．63gを測

る。113は黒曜石製Uフレークで、器長2．7cm、

器幅1．45cm、最大厚0．55cm、重さ2．49gを測る。

縄文時代後期の所産と考えられる。114は黒曜石

製先刃掻器（エンドスクレーパー）で、器長2．35

cm、器幅2．1cm、最大厚0．8cm、重さ3．86gを測る。

弥生時代前期の所産と考えられる。不定形剥片を

素材として、先端に主要剥離面から角度のある二

次加工を加え刃部を造り出だしている。

石匙

104は古銅輝石安山岩製石匙で、器長3．25cm、

器幅2．95cm、最大厚0．75cm、重さ6．62gを測る。

縄文時代後期の所産と考えられる。

3　ま　と　め

今回の調査では、有田遺跡群の北西側台地の落

ち際を確認した。台地は、河川（室見川）の氾濫

によって大きく削平されており、それより西側は

河川性堆積が続いている。遺構検出したSX－01は、

土層観察から自然流路と考えられ、弥生時代早期

の土器片や礫石器、剥片石器を包含しており、そ

の時期の流路と考えられる。出土遺物は二次的な

磨滅がほとんどなく、上流から流れてきたものと

考えるよりも、近隣集落から廃棄されたものと推

定するほうが妥当であろう。このような出土状況

としては、有田七田前遺跡の状況と近似しており、

台地上に当該期の集落が展開していたと推測され

る。集落本体は、台地が大きく削平されており、

遺存していない可能性が高いが、本調査地点から

南へ約1km離れた有田七田前遺跡などとあわせ

て今後考察を加えたい。
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